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1. The Massacre at Paris の位置
　一般的に，Christopher Marlowe の後期作品は，創作年代を特定すること
が困難であると言われている。比較的最近の Marlowe に関する概論的研
究書である，Patrick Cheney の編集による The Cambridge Companion to 
Christopher Marlowe (2004) に添付された“Chronology”でも，1588 年か
ら 1592 年までという 5 年間のスパンの中に，Doctor Faustus，The Jew of 
Malta，The Massacre at Paris，Edward II の 4 作品を配当した上で，“the 
order of composition and the precise dates remain uncertain”との断り書きが
付されている。1 本論で分析の対象とする，この後期作品の 1 つ The Massacre 




のテクストの状態にある。現行の The Massacre の各エディションは，おそ
らく 1602 年に出版された年代不詳の 8 折版 (octavo) をその根底に置いてい
るが，この 8 折版には，“THE MASSACRE AT PARIS: With the Death of 
the Duke of Guise.  As it was plaide by the right honourable the Lord high 
Admirall his Seruants.  Written by Christopher Marlow.”とのタイトルが付
され，Edward Allde によって出版されているが，書籍商組合への登記はなさ
れていない。The Massacre の上演に関しては，“the tragedey of the gvyes”
という見出しで 1593 年の 1 月にストレインジ卿一座の，また 1594 年 6 月か
ら 9 月にかけて海軍大臣一座のレパートリーとなっていたことが，Henslowe
の the Diary より読み取れ，かなりの利益をもたらしたことが記録されている。
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　現行の The Massacre の第 1 の問題点はその短さで，1250 行程度しかなく，
Marlowe の他作品のおおよそ半分程度の量しかない。その上，25 行を越える
長めの台詞は 3 箇所のみで，1 行もしくは 2 行の台詞は逆に 225 箇所も存在





復とは，同一戯曲内つまり The Massacre 内部での反復（この場合，ごく直近
の台詞の繰り返しもあれば，数場離れた表現の反復のケースもある）のみなら
ず，他の戯曲（Marlowe 自身の作品は言うに及ばず，他の劇作家の戯曲　　
例えば Arden of Feversham (1591)）と台詞をシェアするような事例も観察す
ることができる。
　このような状況を踏まえて，The Massacre の 8 折版は一般に，「めった切
りにされた」(“mangled”) テクストであると考えられていて，その原因は「記
憶による再構成」(“memorial reconstruction”) のためである，と Oliver は考
えている。3 Oliver のこの指摘がなされたのが 1968 年，その 36 年後の 2004
年に，Laurie E. Maguire は，先に言及した The Cambridge Companion to 
Christopher Marlowe の中で“Marlovian texts and authorship” の章を担当
し，そこでもやはり現存の 8 折版は「短縮化」(“abridgement”) と「記憶によ
る再構成」を経て生成されたものである，と述べている。4
　以上のように，現存の The Massacre は極めて不完全な状態にあるため，
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Enter A souldier wth a mvskett
               Now ser to you yt dares make a dvke a cuckolde
               and vse a counterfeyt key to his privye chamber
souldier  thoughe you take out none but yor owne treasure
               yett you putt in yt displeases him / And ﬁll vp his rome yt
               he shold occupie.  Herein ser you forestalle the markett
               and sett vpe yor standinge where you shold not: But you will
               saye you leave him rome enoughe besides: thats no answere
               hes to have the choyce of his owne freeland / yf it be
               not to free theres the questione / now ser where he is
               your Landlorde you take vpon you to be his / and will needs
               enter by defaulte / whatt thoughe you were once in possession
               yett comminge vpon you once vnawares he frayde you
               out againe.  therefore your entrye is mere Intrvsione
               this is againste the lawe ser: And thoughe I come not
               to keep possessione as I wold I mighte yet I come to
               keepe you out ser.  yow are wellcome ser have at you
Enter minion                                         He kills him　
minion    Trayterouse guise ah thow hast mvrthered me
　　　　　　　　　　　　　     Enter guise
Guise      Hold thee tale soldier take the this and ﬂye       Exit
                thus fall Imperfett exhalatione
                wch our great sonn of fraunce cold not effecte
                a fyery meteor in the fermament
                lye there the kinges delyght and guises scorne
                revenge it henry yf thow liste or darst
                I did it onely in dispyght of thee                 (1-27)5
このマニュスクリプトは，レヴェルズ版の第 19 場冒頭に相当するもの
で，ここでは Guise 公爵に雇われた兵士が，フランス国王 Henri III の寵臣
Mugeroun をマスケット銃で射殺し，その死体を Guise 公爵があざけるとい
うだけの，マニュスクリプトでは 36 行，8 折版では 16 行ばかりの非常に短い
ものではある。Guise が Mugeroun を暗殺した理由は，Mugeroun が Guise
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公爵夫人と性的関係を持っていて，その情事をネタに Henri III が公的な場で
Guise を愚弄し，その不名誉に Guise が激怒したためであった。
　いま問題にしているマニュスクリプトは，最初 J. P. Collier の手で印刷され
たため，Collier による捏造の疑いも持たれたが，J. Q. Adams が 1934 年に発
表した論文によって，その可能性は否定された。6  Oliver は，このマニュスク





2. The Collier leaf を梃子にして
　本論の目的は，書誌学上の注目とは裏腹に，The Massacre の内容面あるい
はドラマトゥルギーの面で，従来ほとんど顧みられなかったこのマニュスクリ

















あろう。そこで the Collier leaf の場面を検証すると，このケースで先ず真っ
69
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による殺害は極めて珍しく，10 回以上の殺害シーンが演じられる，この The 







　先ず 1 点目は，OED によるデータである。OED  ヴァージョン 3 の“musket2”
という見出しには，“1. A hand-gun of the kind with which infantry soldiers 
are armed.”という定義が与えられ，1587 年頃の Sir R. Knyghtley が初例と
して挙げられ，1590 年の Sir J. Smyth や 1595 年の R. Johnson が続けて引
用されている。さらに興味をそそるのが，“musketeer”の 1590 年の初例に


























　では，次に第 2 の根拠について検証してみよう。The Massacre の材源に関
わる問題である。
　　 A ces mots il[=S. Megrin=Mugeroun] sortit du Louvre; & à peine avoit-
il fait quelques pas, qu’il se vit chargé par les assassins…il fut percé de 
plusieurs coups mortels, & laissé pour mort sur la place. 9 
これは，The Massacre の材源，特にサン＝バルテルミの虐殺関連の同時代





Guise 公爵夫人の愛人として創出したのは Mugeroun であったが，史実では S. 
Megrin という人物がそれに該当し，公爵夫人の情事は世間でもよく知られた
もののようであった。10 さて，ここで注目したいのが，その愛人 S. Megrin の
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そのインプリケーションはこの the Collier leaf の場面まで波及する　　換言




4. The Massacre at Parisと疫病
　このことを立証するために，もう 1 点，注目すべき台詞のやり取りを前半
部から指摘してみたい。
I.  Now, sirrah, what shall we do with the Admiral?
2.  Why, let us burn him for an heretic.
I.  O no, his body will infect the ﬁre, and the ﬁre the air, and 
    so we shall be poisoned with him.
2.  What shall we do, then?
I.  Let’s throw him into the river.
2.  O, ’twill corrupt the water, and the water the ﬁsh, and
    by the ﬁsh, ourselves when we eat them.
I.  Then throw him into the ditch.
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2.  No, no, to decide all doubts, be ruled by me: let’s hang
     him here upon this tree.  (xi. 1-11)（下線は論者による）










Religion and the Decline of Magic (1971)から，関連する記述を援用しておく。
This fatalistic view of disease seems to have been most commonly 
invoked with reference either to venereal disease, where the element 
of moral retribution seemed obvious, or to epidemics, particularly of 
plague, when the scale of the visitation cried out for explanation in 
terms of the sins of the whole community, or particular sections of it. 
Puritans, for example, attributed the epidemics to the toleration of 
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を前半部のちょうど中間点に置くことで，サン＝バルテルミの虐殺を中心に展




扱った戯曲は，1572 年 8 月に執り行われた，ナヴァル王 Henri とフランス
王 Charles IX の妹 Marguerite de Valois との，新教・旧教間の融和目的の結
婚，およびそれに引き続いて生起したサン＝バルテルミの虐殺から，1589 年
の Henri III 暗殺とナヴァル王 Henri の Henri IV としてのフランス王即位ま
での，17 年間のフランス史をカヴァーした作品である。
　しかしながら，The Massacre at Paris というサン＝バルテルミの虐殺を前
面に打ち出したタイトルや，すでに指摘した戯曲そのものの極端な短さのため，
現存テクストの状態で見る限り，この The Massacre は，新旧両宗派の争いで
塗り固められた作品として受容されてきたように思われる。そしていま触れた













ずもない訳だが，それにもかかわらず，The Massacre の後半部が，通例「3 
Henri の戦い」と呼称される，王位継承をめぐる政治闘争劇を中心に据えてい




な政治外交力学を押さえておく必要がある。15 世紀終盤の 1494 年，時のフ




みは失敗に終わる。またこのイタリア戦争中の 1519 年，フランス王 François 





　そうした中，Henri II の事故死を受けて即位した長男 François II は，わず








従って，「The Massacre 展開図」の 3 つの縦枠で示しておいたように，3 極の
政治勢力間の危ういバランスの上で統治されていた　　すなわち，プロテスタ
ント勢力のリーダー格であるナヴァル王 Henri，フランス王位を虎視眈々と窺
うカトリック勢力の中心的存在である Guise 公爵 Henri，そしてこの拮抗す




向が強化された。こうした状況下に即位した Henri III であったが，劇中にも
描かれている寵臣との（おそらくは，Marlowe 好みのホモセクシャルな）関
係や，スペインとの戦争での敗北により威信を大きく失墜させていた。その
ような時局の流れの中で，重要な局面の変化が訪れる。1584 年 6 月に Henri 
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III の弟 Alençon 公が死亡し，しかも Henri III には男子の後継者がいなかっ
たことに加え，サリカ法典の規定もあって，王位後継者の第 1 位がナヴァル
王 Henri となるという事態が生じたのである。この衝撃に色めき立ったのが，
Guise 公爵 Henri を中心に，パリなど拠点都市をメンバーに 1576 年に結成さ
れていたカトリックの過激派の組織「カトリック同盟」で，彼等はスペイン
の後ろ盾を得ながら，ナヴァル王 Henri の王位継承を阻止するために，Henri 
III に圧力をかけ，やがて 1588 年 5 月 12 日に発生した「バリケードの日」で









Guise 公爵 Henri がスペインと結託していた状況は，劇中数度にわたって非
難の対象とされている（「The Massacre at Paris 展開図」における下線部参照）。
(2) に関しては，パリの暴動が劇中のアクションの一環として提示される訳で
はないが，その報告自体が，劇中において，Henri III が Guise 公爵を暗殺す
る重要な動機となっていることに相違はない。
6. The Collier leafと土地資本




かになった。そこで，この点を踏まえた上で，the Collier leaf の台詞に再び
舞い戻り，検証してみると何が見えてくるであろうか。
　The Collier leaf における無名兵士の独白の特徴は，本来であれば，Guise
公爵が独占支配権・占有権を行使すべき対象である公爵夫人の性的な資源を，
Henri III の寵臣 Mugeroun が許可なく非合法的に領有したことを当てこすっ
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た点にあり，“occupie”に代表される性的当てこすり (sexual innuendo) は，
エリザベス朝演劇では常套的な用法でもある。しかしながら，この兵士のモノ
ローグで取り分け顕著なのは，土地資本への執拗な言及だと言ってよい。通
常，女性に対する性的支配への両義表現 (double entendre) では，生殖器官の
形状から「門 (gate)」や「空間 (room)」といった比喩が多用される傾向にあ

















　(1)  The Collier leaf は，実際の上演に近い位置にあったマニュスクリプトで
ある。
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　(5)  The Collier leaf の兵士の独白で多用される土地資本への執拗な言及は，
The Massacre 後半部の受容をコントロールする形で機能している。
注
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　              Enter a Soldier [with a musket].
Sold.  Sir, to you, sir, that dares make the Duke a cuckold, and
        use a counterfeit key to his privy-chamber door; and al-
        though you take out nothing but your own, yet you put in
        that which displeaseth him, and so forestall his market,
        and set up your standing where you should not; and
        whereas he is your landlord, you will take upon you to be
        his, and till the ground that he himself should occupy,
        which is his own free land---if it be not too free; there’s
        the question.  And though I come not to take possession
        (as I would I might), yet I mean to keep you out---which
        I will, if this gear hold.  What, are ye come so soon?  Have
        at ye, sir!
        Enter MUGEROUN.  The Soldier shoots at him and kills him.
                              Enter the GUISE [and Attendants].
Guise.  Hold thee, tall soldier, take thee this, and ﬂy. [Gives money]
                                                                                          Exit Soldier.
        Lie there, the King’s delight and Guise’s scorn!
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        I did it only in despite of thee.                                      (xix. 1-16)
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とは，いくつかの戯曲に残された証拠から確認することができるが，この劇的
技巧に関しても，Shakespeare が Marlowe から学習した可能性を措定すること
ができるかも知れない。
9  P. H. Kocher, “Contemporary Pamphlet Backgrounds for Marlowe’s The Mas-
sacre at Paris,” Modern Language Quarterly 8 (1947): 151-73 and 309-18.
10 後世の例になるが，Les Trois Mousquetaires（『三銃士』）(1844) などで知られ




 この画像は時間的に異なる 2 つの場面を合成して描いており，左半分が 1572 年
8 月 22 日に発生した Coligni 提督の暗殺未遂事件を，右半分が 8 月 24 日に生起
した提督殺害を描写している。
12 Keith Thomas, Religion and the Decline of Magic (New York: Charles Scrib-
ner’s Sons, 1971) 86.
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Charles IX の妹 Marguerite



































者 Loreine を 刺殺 する
8 ギーズ派の Mountsorrell, ユ
グノーの Seroune を 刺す
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Henri III が Guise による兵
の結集を非難すると，






Guise の殺害を考える (1588. 
5. 12 「バリケードの日」)
兵 士 が マ ス ケ ッ ト 銃 で，
Mugeroun を 射殺 
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修道士が 毒ナイフで Henri 






Henri III は，Navarre 王 を
後継者に指名する。教皇とパ
リに対する復讐を望む
イングランド女王に挨拶を送
ることを頼みながら，Henri 
III は死ぬ
Navarre 王は，ローマ・カト
リックに対する復讐を誓う
